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FileMaker Server Advancedについて

• カスタムWeb公開の仕組み

• レイアウトとデータの関係

• セキュリティ面での注意点
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カスタムWeb公開
の仕組み

(1) HTTPリクエストを送信

(4) HTMLを出力
(3) サーバー側で

XMLデータを
HTMLに変換

(2) XMLデータ
を生成



• Webブラウザーで決まった形式のURL

を入力

• (バージョン6以前の)CDMLのアクショ
ンタグや変数タグの使用法に類似

HTTPリクエストの送信



• http://www.example.com/fmi/xsl/
SAMPLE.xsl?-grammar=fmresultset&-
db=DATABASE&-lay=SEARCH&-
lay.response=LIST&-max=10&-find

• 「?」以降で指定する命令文＝
FileMakerクエリー文字列

URLのサンプル



• FileMaker独自のデータベース命令文

• クエリーコマンドを1つ指定してデー
タベースに対して実行する処理を指定

• クエリーコマンドのオプションとして
クエリー引数を指定

FileMakerクエリー文字列



• -new（レコードの作成）

• -find（レコードの検索）

• -edit（レコードの編集）

• -script（FileMakerスクリプトの実行）

など

クエリーコマンドの例



• FileMaker Server Advancedにおいて標
準で用意されている方法→XSLT

• 変換ルールとなるXSLTスタイルシー
トを作成する

サーバー側でXMLを
HTMLに変換



• XMLの関連規格

• XML形式のデータを別の形式に変換
して出力

XSLT



• XSLTによる変換処理はなるべくシン
プルに

• Webページのレイアウトやデザインは
CSSで定義

Webページの出力



• サーバーにHTTPリクエストを送ると
XML形式のデータを取得できる

• サーバー側でXMLをHTMLに変換

➡XMLデータの構造や中身を把握する
とより効率的に開発できる

カスタムWeb公開
の仕組み



XMLデータの構造や中身は主に以下の3つ
によって決まる

• FileMakerクエリー文字列

• レイアウト

• アカウントとアクセス権

レイアウトとデータ
の関係



• フィールドの有無

• ポータルの有無（関連レコード）

• 繰り返しフィールド

• 値一覧が設定されたフィールド etc.

レイアウトによって左右
される要素



• 通常は-layクエリー引数でレイアウト
を指定

• -lay.responseクエリー引数により、
データ処理用のレイアウトとデータ
出力用のレイアウトを別々に指定可

-lay.responseクエリー引数



• 保護されているフィールドにはアクセ
スできない

• カスタムアクセス権で細かい設定も可

アカウントとアクセス権



• データの表示をレイアウトのみに依
存している場合はデータは保護されて
いない状態と同じ

• アカウントとアクセス権を適切に設
定しましょう

レイアウトは
セキュリティにあらず



• FileMakerが備えるセキュリティ機能を
理解する

• 不要な機能は無効にする

• アカウントとアクセス権はきちんと
設定する（パスワードを必ず設定）

セキュリティ面での
（最低限の）注意点



FileMaker Server Advancedの
XSLTを使用したカスタムWeb公開

に関する唯一の書籍
FileMaker Server カスタムWebテクニック

出版社：ビー・エヌ・エヌ新社

ISBN：4-86100-289-3

関連書籍


